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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公表番号】特表2008-502820(P2008-502820A)
【公表日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2007-527758(P2007-527758)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3492   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/14     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/62     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/358    (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０１Ｒ
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/3492  　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   7/14    ＣＦＤ　
   Ｄ０１Ｆ   6/62    ３０６Ｐ
   Ｄ０６Ｍ  13/358   　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/52    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月9日(2008.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ（トリメチレンテレフタレート）、染料、およびベンゾトリアジン誘導体ＵＶ吸収
剤を含む、試験方法ＡＡＴＣＣ方法１６－１９９８を用いて４８８ｋＪ入射ＵＶ放射線の
露光後に４以上の耐光堅牢度を有する着色繊維。
【請求項２】
　ａ．ポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維を提供する工程と、
　ｂ．ベンゾトリアジン誘導体ＵＶ吸収剤を含有する水溶液を含有する染浴を提供する工
程と、
　ｃ．前記染浴のｐＨを約４～約６に調整する工程と、
　ｄ．前記染浴を１０５～１４５℃の温度に加熱する工程と、
　ｅ．前記ポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維を前記染浴に浸漬する工程と、
　ｆ．染浴温度を少なくとも約３０分間維持して染色されたポリ（トリメチレンテレフタ
レート）繊維を生成する工程と、
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　ｇ．前記染浴を放冷する工程と、
　ｈ．前記染色されたポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維をリンスする工程と
を含む、染色されたポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　本発明の実施形態の前述の開示は、例示および説明の目的のために提示されてきた。包
括的であることまたは開示された厳密な形に本発明を限定することは意図されない。本明
細書に記載された実施形態の多くの変形および変更は、本開示を踏まえて当業者には明ら
かであろう。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　ポリ（トリメチレンテレフタレート）、染料、およびベンゾトリアジン誘導体ＵＶ吸
収剤を含む、試験方法ＡＡＴＣＣ方法１６－１９９８を用いて４８８ｋＪ入射ＵＶ放射線
の露光後に４以上の耐光堅牢度を有する着色繊維。
2.　前記繊維中のポリマーの総量を基準にして、少なくとも８０モル％のポリ（トリメチ
レンテレフタレート）を含む上記１に記載の着色繊維。
3.　少なくとも７０モル％のトリメチレンテレフタレート繰り返し単位を含有するポリ（
トリメチレンテレフタレート）を含む上記１または２に記載の着色繊維。
4.　少なくとも９８モル％のトリメチレンテレフタレート繰り返し単位を含有するポリ（
トリメチレンテレフタレート）を含む上記１～３のいずれか一項に記載の着色繊維。
5.　試験方法ＡＡＴＣＣ方法１６－１９９８を用いて７７９ｋＪ入射ＵＶ放射線への露光
後に４以上の耐光堅牢度を有する上記１～４のいずれか一項に記載の着色繊維。
6.　前記染料がＣＩディスパース・レッド（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｒｅｄ）８６、ＣＩディ
スパース・レッド９１、ＣＩディスパース・レッド１６１、ＣＩディスパース・レッド２
７９、ＣＩディスパース・イエロー（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ）４２、ＣＩディ
スパース・イエロー９６、ＣＩディスパース・イエロー１６０、ＣＩディスパース・ブル
ー（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ）２７、ＣＩディスパース・ブルー６０、およびＣＩデ
ィスパース・ブルー７７から選択される上記１～５のいずれか一項に記載の着色繊維。
7.　前記繊維の重量を基準にして２～４重量パーセントのベンゾトリアジン誘導体ＵＶ吸
収剤を含む上記１～６のいずれか一項に記載の着色繊維。
8.　前記初期テナシティが試験方法ＡＡＴＣＣ方法１６－１９９８を用いて試験された時
に４８１ｋＪ入射ＵＶ放射線での露光後に約１０％以下だけ低下する、初期テナシティを
有する上記１～７のいずれか一項に記載の着色繊維。
9.　試験方法ＡＡＴＣＣ方法１６－１９９８を用いて４８８ｋＪ入射ＵＶ放射線の露光後
に４～５の耐光堅牢度を有する上記１～８のいずれか一項に記載の着色繊維。
10.　ポリ（トリメチレンテレフタレート）が０．８０～１．５ｄｌ／ｇの固有粘度を有
する上記１～９のいずれか一項に記載の着色繊維。
11.　ａ．ポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維を提供する工程と、
　ｂ．ベンゾトリアジン誘導体ＵＶ吸収剤を含有する水溶液を含有する染浴を提供する工
程と、
　ｃ．前記染浴のｐＨを約４～約６に調整する工程と、
　ｄ．前記染浴を１０５～１４５℃の温度に加熱する工程と、
　ｅ．前記ポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維を前記染浴に浸漬する工程と、
　ｆ．染浴温度を少なくとも約３０分間維持して染色されたポリ（トリメチレンテレフタ
レート）繊維を生成する工程と、
　ｇ．前記染浴を放冷する工程と、
　ｈ．前記染色されたポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維をリンスする工程と
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を含む、染色されたポリ（トリメチレンテレフタレート）繊維の製造方法。
12.　前記染色された繊維がＡＡＴＣＣ方法番号１６－１９９８による４４８ｋＪ入射Ｕ
Ｖ放射線での露光後に４以上の耐光堅牢度を有する上記１１に記載の方法。
13.　前記繊維がＡＡＴＣＣ方法番号１６－１９９８を用いて４８８ｋＪ入射ＵＶ放射線
での露光後に４～５の耐光堅牢度を有する上記１１～１３のいずれか一項に記載の方法。
14.　前記繊維がある初期テナシティを有し、そして前記初期テナシティがＡＡＴＣＣ方
法番号１６－１９９８を用いて４８８ｋＪ入射ＵＶ放射線での露光後に約１０％以下だけ
低下する上記１１～１４のいずれか一項に記載の方法。
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